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を
求
め
る
学
生
に
必
修
せ
し
め
る
教
課
分
野
の
区
分
の
試
案
を
各
大
学
に
委
嘱
し

た
が
、
本
学
に
は
経
済
学
部
並
に
商
学
部
に
つ
い
て
の
試
案
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、

十
月
一
日
の
立
案
委
員
会
に
か
け
て
検
討
の
結
果
、
社
会
学
部
を
加
え
て
三
学
部

の
区
分
案
を
決
定
、
大
学
基
準
協
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
必
修
分
野
区

分
の
意
図
す
る
所
は
、
新
制
大
学
に
お
け
る
学
生
の
修
得
科
目
の
専
門
化
、
偏
傾

化
を
制
限
し
、
知
識
の
平
均
化
を
め
さ
す
も
の
で
、
例
え
ば
経
済
学
部
で
は
、
理

論
経
済
学
に
修
得
単
位
を
集
中
し
て
歴
史
や
政
策
を
全
然
無
視
し
て
と
ら
な
い
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
。
但
し
き
め
ら
れ
た
必
修
分
野
の
内
で
い
か

な
る
講
義
を
と
る
か
は
大
体
自
由
選
択
に
任
せ
る
意
向
と
の
こ
と
、
本
学
立
案
委

員
会
の
作
成
し
た
試
案
は
次
の
通
り
。

　
△
商
学
部
　
経
営
学
（
1
0
）
会
計
学
（
1
0
）
金
融
論
（
6
）
交
通
論
（
4
）

　
　
　
　
　
　
保
険
論
（
4
）
市
場
論
（
8
）

　
△
経
済
学
部
　
理
論
経
済
学
（
1
2
）
経
済
史
（
8
）
経
済
政
策
（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
統
計
学
（
4
）
財
政
学
（
4
）
経
済
事
情
（
4
）

　
△
社
会
学
部
　
社
会
学
（
1
2
）
社
会
問
題
（
㎎
）
人
文
科
学
（
8
）
教
育
学
（
8
）

か
っ
こ
内
数
字
は
単
位
数
、
一
単
位
は
一
週
一
時
問
一
五
週
の
講
義
で
、
ほ
ぼ
現

在
の
一
単
位
は
こ
の
四
単
位
に
当
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
橋
新
聞
』
第
三
九
一
号
（
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
五
日
）

⑤
新
制
大
学
　
新
大
学
の
内
容
決
る

　
立
案
委
員
会
近
く
休
会

立
案
委
員
会
で
は
、
社
会
科
学
総
合
大
学
案
の
大
綱
を
決
定
以
来
、
具
体
的
内
容

に
つ
き
協
議
を
か
さ
ね
た
結
果
、
十
月
九
日
、
十
五
日
、
廿
三
日
の
委
員
会
で

　
一
、
総
合
大
学
に
用
意
す
る
一
般
教
養
科
目
　
二
、
四
学
部
に
共
通
な
専
門
科

　
目
　
三
、
各
学
部
に
設
置
す
る
講
座
　
四
、
履
修
制
度

に
つ
き
大
体
成
案
を
え
た
が
、
本
学
と
し
て
は
、
新
制
総
合
大
学
の
前
期
二
年
で
一

般
教
養
科
目
及
び
共
通
専
門
科
目
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
、
第
一
学
年
よ
り
四
学
年

に
分
た
れ
る
が
実
質
的
に
前
期
は
共
通
で
あ
り
、
従
っ
て
校
舎
の
振
当
て
は
ま
だ

決
定
し
て
い
な
い
が
大
体
現
在
の
予
科
を
前
期
学
生
の
授
業
に
国
立
の
本
科
及
び

専
門
部
を
後
期
学
生
と
大
学
院
研
究
生
の
授
業
と
研
究
に
あ
て
る
模
様
で
あ
る
。

立
案
委
員
会
に
は
な
お
一
、
大
学
院
制
度
　
二
、
研
究
所
制
度
　
三
、
大
学
行
政

機
構
等
資
料
不
足
の
た
め
未
審
議
の
重
要
問
題
が
あ
る
が
、
対
外
的
問
題
も
い
よ

い
よ
具
体
的
段
階
に
入
る
た
め
、
あ
と
一
、
二
回
で
当
分
休
会
に
な
る
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
橋
新
聞
』
　
塞
二
九
二
号
（
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
一
日
）

㈹
設
立
趣
意
の
草
案
な
る

　
旧
来
の
体
制
を
批
判

　
新
制
大
学
　
あ
く
迄
実
現
を
図
る

明
後
年
よ
り
実
施
の
新
制
大
学
に
つ
い
て
、
本
学
は
既
報
の
ご
と
く
、
各
大
学
に

さ
き
が
け
て
、
社
会
科
学
に
か
ん
す
る
総
合
大
学
の
輸
か
く
と
内
容
を
理
想
案
と

し
て
決
定
、
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
立
案
の
趣
意
に
つ
き
、

社
会
一
般
の
理
解
を
う
る
と
同
時
に
そ
の
実
現
の
た
め
援
助
を
も
と
め
る
べ
く
、

立
案
趣
意
書
の
作
製
が
計
画
さ
れ
、
井
藤
半
弥
、
加
藤
由
作
、
太
田
可
夫
の
三
教

授
に
よ
り
起
草
中
の
と
こ
ろ
、
十
一
月
十
四
日
の
立
案
委
員
会
が
検
討
を
加
え
た

該
草
案
を
、
さ
ら
に
若
干
個
所
の
修
正
を
行
っ
た
上
近
く
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
が
完
成
さ
れ
れ
ば
「
新
制
大
学
立
案
の
趣
意
」
と
し
て
本
学
よ
り
如




